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私
は
、
以
前
の
勤
務
校
で
初
め
て
特

別
支
援
学
級
を
担
任
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
そ
の
と
き
に
四
年
生
の
Ａ

さ
ん
と
出
会
い
ま
し
た
。 

車
い
す
を
利
用
す
る
Ａ
さ
ん
は
、
交

流
学
級
で
学
習
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

し
た
が
、
給
食
当
番
を
し
た
こ
と
が
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
は
、
足
の
不

自
由
な
Ａ
さ
ん
が
配
膳
す
る
こ
と
は

大
変
だ
か
ら
免
除
し
よ
う
と
い
う
担

任
や
友
だ
ち
の
配
慮
が
あ
っ
た
か
ら

な
の
で
し
ょ
う
。
友
だ
ち
が
配
膳
し
て

く
れ
る
の
を
自
分
の
席
で
待
つ
こ
と

が
、
Ａ
さ
ん
に
と
っ
て
の
給
食
準
備
時

間
の
「
あ
た
り
前
」
の
過
ご
し
方
だ
っ

た
の
で
す
。 

そ
ん
な
Ａ
さ
ん
に
対
し
て
、
四
年
生

の
交
流
学
級
の
担
任
は
「
当
番
す
る
の

が
あ
た
り
前
で
し
ょ
。
」
と
告
げ
、
そ

の
日
か
ら
Ａ
さ
ん
も
皆
と
同
じ
よ
う

に
給
食
当
番
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
Ａ
さ
ん
は
、
時
間
は
か
か
り
ま

し
た
が
誰
よ
り
も
熱
心
に
当
番
活
動

に
取
り
組
み
ま
し
た
。
後
で
聞
い
た
話

で
は
、
帰
宅
し
た
Ａ
さ
ん
が
「
給
食
エ

プ
ロ
ン
が
ぼ
く
の
憧
れ
だ
っ
た
。
」
と

母
親
に
語
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。 

体
育
の
時
間
は
、
別
室
で
の
自
立
活

動
に
あ
て
て
い
ま
し
た
が
、
Ａ
さ
ん
の

希
望
も
あ
り
、
内
容
に
よ
っ
て
は
交
流

学
級
で
学
習
す
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

あ
る
日
、
跳
び
箱
の
授
業
が
あ
り
ま

し
た
。
私
は
、
内
心
「
無
理
で
は
な
い

か
」
と
思
い
な
が
ら
も
、
「
Ａ
さ
ん
、

ど
う
す
る
？
」
と
声
を
か
け
ま
し
た
。

友
だ
ち
が
力
強
く
跳
ぶ
様
子
を
眺
め

て
い
た
Ａ
さ
ん
は
、
「
先
生
、
跳
び
箱

の
一
段
目
を
置
い
て
」
と
言
っ
て
、
自

ら
車
い
す
を
降
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

腕
の
力
だ
け
で
見
事
乗
り
越
え
た
の

で
す
。
Ａ
さ
ん
は
、
そ
の
方
法
で
一
段

ず
つ
高
さ
を
ク
リ
ア
し
て
い
き
、
五
段

目
を
成
功
さ
せ
た
と
き
に
は
、
周
り
を

囲
ん
だ
友
だ
ち
か
ら
大
き
な
拍
手
と

歓
声
を
受
け
ま
し
た
。 

障
害
が
あ
る
こ
と
で
、
周
り
の
人
が

配
慮
す
る
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
る
と

思
い
ま
す
。
し
か
し
、
で
き
な
い
だ
ろ

う
と
決
め
つ
け
る
こ
と
で
、
私
た
ち
は

無
意
識
の
う
ち
に
障
害
の
あ
る
人
の

や
る
気
や
可
能
性
を
奪
っ
て
は
い
な

い
で
し
ょ
う
か
。
Ａ
さ
ん
と
の
出
会
い

は
、
そ
の
こ
と
を
私
に
教
え
て
く
れ
ま

し
た
。 

Ａ
さ
ん
、
ど
う
す
る
？ 
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YESnet では，中学生を対象に，ストレスケアの授業を行っています。 

プラスにもマイナスにもなるストレスについて正しく理解し，ストレスと上手く付

き合っていけるように，体験活動を取り入れて学んでいただきます。 

「ささがわ通り心･身クリニック」精神保健福祉士の宮越裕治です。

少しでも生徒の安心，心の健康につながればと思って授業をしていま

す。大人も子どもも，困ったら誰かに相談することが大事だということ

も伝えたいです。 

出前授業 

先生方や保護者対象に「思春期の子どもの特徴と注意が必要なサイン」と題する講

義を行います。 

出前研修 

「総合心療センターひなが」看護師の服部春樹です。 

聴講されている先生方の姿から，熱心さと同時に生徒たちと関わる

中でのご苦労も多いのだろうと感じます。人の心を扱う上で，絶対

的な方法論はありません。しかし，研修の内容が，日々生徒たちと

関わる上での判断材料，安心材料になることを願います。 

学校に出向き，相談事例について一緒に考えます。 

学校ができること，関係機関ができることを整理することで，支援の方向性が見え

てきます。 

出前相談 

「四日市市保健所」保健師の井倉一政です。 

学校・先生方だけではなかなか支援の方向を見い出しにくい，複雑な

問題が多くなってきていると思います。心の健康について一緒に話し

合い，多方面からの支援を考えることが大切だと思います。 

 

四日市早期支援ネットワークのことです。教育委員会・保健所・医療機関（ささがわ通り

心・身クリニック）が連携して，子どもたちの心の病気の予防・早期支援につとめています。

教育支援課 特別支援教育・相談グループより 
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「四日市市保健所」保健師の宮田貴史です。昨年度，各学校

に配付しました『心の病気がわかる絵本①～⑤の活用について』

の調査にご協力いただき，ありがとうございました。 

③さかながこわい 
チーター

⑤ふとるのがこわい ④そらみみが
きこえたひ 

職員が心の病気を理解するのに活用した。 

 集会で読み聞かせをした。 

ほけんだよりで紹介し，「心の健康」をテーマにした記事を載せた。

図書室で･･･ 

職員室で･･･ 

 
②てあらいがとまら 

ないアライグマ

絵本の活用方法 

たくさんの学校で，この絵本を活用して

いただいています。活用方法について一部

紹介します。 

①あさ おきられない 
ニワトリ 

興味を持った子に貸し出しを行った。 

一緒に話し合うことで自己理解へとつなげた。 

気になる子の保護者・担任へ本を勧め，絵本を介して児童生徒理解

へと進めた。 

「心の健康」について生徒集会や講演会で全校生徒に紹介した。 

来室児童生徒が自由に読んでいる。 保健室で･･･ 

クジラ 

思春期相談では，安心して専門的な助言がうけられます。お気軽に

ご相談ください。 

「四日市市保健所」保健師の勝田茂子です。 

お子さんが精神科にかかった方がよいのか･･･また，精神科にかかるの

はちょっと･･･と思われている保護者の方が多くいらっしゃいます。 

精神科医師による思春期相談 
行っています。次回は，3 月 29 日（金）です。 

保健所では，精神科医師による思春期相談を年に 3 回



P4 教育センターニュース No.7 （１月１８日発行） 

 
 
 
 
 
 
  

教育支援課 研修・研究グループより 

次年度へ向けてまとめや振り返りをし，この 1 年間の自分を振り返ってみましょう。

「個人年間取組計画と評価」を使って，自己評価し，次年度へつなげましょう！  
 
 研修プログラム 

  
Step１  「気づき」のステップ         ～自分を知ろう～  
Step２  「選択と判断」のステップ     ～取組計画を立てよう～  
Step３  「行動」のステップ           ～他から学ぼう～  
Step４  「経験」のステップ           ～実践しよう～ 

Step５  「振り返りと内省」のステップ  ～振り返ろう～ 
 
 
 
 
 

１．「振り返りと内省」に取り組む時間を確保しましょう！ 

 本年度の研修を総括する時期です。校園内

研修の時間の中で，ぜひ「振り返りと内省」

の時間を設けてください。 

 
 
 
 
 
 
 「みんなで取組シートに書き込む」あるいは

「1 年間の振り返りをグループでシェアする」

「互いに評価しあう」等，まずは今まで培っ

た同僚性を発揮できる，学び合う時間の確保

も大切です。 

赤い部分を記入します！ 

2．本年度の振り返りを，次年度につなげましょう！ 

今年度の自分の「学び」と実践を客観的に分析することは，

次年度の計画につながっていきます。また，みんなで分析をす

ることによって，次年度の学校運営の骨子が見えてきます。 

今年度のうちに，しっかりと振り返ることで，次年度の取り

組みへの方向性を見定め，新年度のスムーズなスタートに備え

ましょう。 
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「振り返りと内省」のステップへ 
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